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八戸地域プロジェクト改革計画

（大中型まき網漁業）

八戸地域プロジェクト協議会

名 称 八戸漁業指導協会

代表者名 会長理事熊谷拓治

資料2

住 所 八戸市大字白銀町字一島下95 

年 月 計画期間 平成21年度～平成 26年度



1、目的

八戸地域は漁業を主要産業のーっとして発展してきたが、資源、の減少、魚価

の低迷、燃油価格の高騰など、厳しい状況におかれていることから、今後も地

域産業の往として維持していくための立て直しを迫られている。

このため、八戸港の生産・流通・加工の全ての分野に共通した振興策としてt魚
船漁業の再生をはじめ、魚市場の機能統合及び衛生管理の高度化、水産物の輸

出を初めとする加工・流通の促進を図り、当市水産業の活力の維持・回復に向

けた抜本的改革を進めているところであり、既に平成 19年6月に認定された

改革計画に2毒づき、絢船兼遼搬船の改革型漁船第八十三惣宝丸を含む船団を用

船し、北部太平洋海域において、まき網漁、業の新しい操業形態について実証を

進めている。

今回は、更に北部日本海を含めた多海区操業を行うまき網漁業について、新

たな冷凍方式の導入等を含めた漁獲から販売に至る新たな取組みを行おうとす

るものである。
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2、地域の概要

( 1 ）地域の概要

八戸市は、太平洋を臨む青森県の南東部に位農し、北はおいらせ町（旧百石

町、旧下回町）及び五戸町、西は南部町（旧福地村、！日名川町、旧南部町）、南

は階上町及び岩手県軽米町に接している。

臨海部には大規模な工業港、漁港、商業港が

整備されており、背後に工業地帯が形成され、

優れた‘漁港施設や背後施設を有する全国屈指の

水産都市、北東北随一の工業都市として、地域

の拠点となっている。

八戸市の位置

八戸市の基幹産業である水産業の要となる

魚市場の歴史は、昭和3年に町営市場を開設

以来幾多の試練を乗り越えて、漁港の整備拡大

あるいは、関連施設建設によって著しい発展を

遂げ、今日に至るまでの問、水揚げ数量・日本一

を6度体験し全国有数の漁業基地として発展して来た。

しかし、昭和 63年の水揚げ数量81 9千トンをピークとしてその後は年々

減少し、平成 18年の水揚げ数量は 16 6千トンの低水準となっている。
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この現象は、八戸港のみならず全国の漁業基地に共通したことであるが、水産

資源の減少傾向、国際的な漁業規制の強化や輸入水産物の増加など、水産業を

めぐる厳しい国際環境の変化や燃油価格の高騰の影響を受けて漁船の減少が続

いており、残存船の老朽化も進行している。

阻主要魚極別水揚げ数量の推移
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また、水揚げの減少により、魚市場運営の非効率性や施設の老朽化が問題と

なっている。さらには、消費者ニーズが多様化する中、食の安全・安心の確保

が強く求められるようになってきており 、産地市場における品質管理の改善が

急務となっている。

このように水産業を取り巻く環境は大変厳しい状況が続いていることから

漁船漁業の経営や、水揚げから流通に至る魚市場機能の抜本的な再構築が緊急、

の課題となっている。

当市では、平成 18年8月に八戸港検討会議を設置し、国県からも参画して

いただき、行政と水産関係者が一帯となって当市7Jく産業の総合的な振興を図る

ための検討を行っている。
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( 2) 八戸地域まき網漁業の概要

八戸港所属のまき網船は、昭和 12年には 135ヶ統に達していたが、戦後の混乱期

を経て昭和 30年代には、イワシ掃、を主体として 30ヶ統前後となっていた。昭和 40

年代に許可の統合による大型化となり、昭和 62年のイワなのピークを境に船団は減

少をたどることとなった。最盛期には北部太平洋の大型船 100ヶ統400隻の船が八

戸港に集結し浜は賑わっていたが、マサパ資源の減少により統数も減少し、近年の

実操業統数は約 34ヵ統（2そうまき 8ヵ統）となっている。

北部太平洋海区の大中型まき網漁業許可数

八戸港在籍許認可数 北部太平洋海区許認可数

昭和55年 平成21年 昭和田年 平成21年

1そうまき 11 3 163 67 

2そうまき 6 2 40 18 

0 

八戸港は、近海とその沖合にイワシ、サノ〈等の好漁場が形成されるため、まき網

船の主要水揚げ港のーっとなっており、水揚により仲買人、運送業者、水産加工業

者等の経営が維持され、かっ、漁船の建造、修理、漁網の更新等漁船・漁具等関連

業界の経営にとってもまき網漁業は欠かせない存在となっている。

また、 1ヵ統40人から 50人の乗組員が乗船し、その多くは、地元から雇用され

ており、地域経済を支えている。

八戸地区大中型まき網漁業水揚推移（みなと治、協・八戸魚市場）

単位数量：トン （〉
旋網水揚数量推移
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※ 平成21年度八戸沖出漁船 28ヶ統（うち 2そうまき 1ヶ統）

内。
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(3) HACCP対応魚市場の整備

八戸港の漁船漁業構造改革計画を支援することを目的として魚市場開設者であ

る八戸市が建設する HACCP対応魚市場は、平成21年度に着工し平成23年

度から共用開始の計画としており、世界で最も水準の高い EUの食品衛生基準

をクリア出来る日本初の施設となる。

この施設の利用者は大中型まき網漁船を主力としているが、同漁業については

地元構造改革船の利用のみならず北部太平洋海区を操業する漁船のうち、魚倉

又は漁獲物保蔵の混度管理が可能な漁船を取り扱う計画としているもので、市

場内の品質管理によって市場価格の差別化を図ることをセールスポイントとし

ている。

全国的な現象となっている漁獲量の減少が卸売業や加工業に影響を及ぼすため

これを維持する観点、からI！則合誘致の産地問競争に発展する傾向にあることから、

HACCP対応魚市場の優位性をアピーノレして漁船誘致の推進を図ることが出来

る。

このように、行政の支援が地域産業の振興に繋がり地域経済の活性化が期待出

来る。
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3.計画内容

( 1 ）参加者等名簿

地域プロジェクト協議会構成員名簿

協議会
氏名 所属機関名 所属機関役職役職名

会 長 Dli 昔日 昭 八戸大学 教 授

会長職務
代理者 武 輪 俊 彦 八戸水産加工業協同組合連合会 盲目会長

会長職務
河 村 桂 吉青森県遠洋沖合漁業振興協議会 実行委員長代理者

委 員 松 宮 隆 志青森県農林水産部水産局水産振興課 課 長

委 員 石 塚 勝 栄八戸市農林水産部水産事務所 所 長

委 員 神子沢一夫 側八戸魚市場 常務取締役

委 員 河村喜久雄八戸みなと漁業協同組合 専務理事

委 員 島 守 賢 八戸魚市場仲買人協同組合連合会 理 事

委 員 町田健司 八戸魚市場仲買人協同組合連合会 理 事

委 員 舘 攻 八戸水産加工業協同組合連合会 専務理事

委 員 エ 藤 且凶主 側東京商会 代表取締役

委 員 清水正一 八戸造船事業協同組合 組合長

委 員 佐藤由信青森県漁船保険組合 専務理事

委 員 谷地源士郎 青森県遠洋沖合漁業振興協議会 実行委員

委 員 福島全良青森県遠洋沖合漁業振興協議会 実行委員

委 員 ~Yn 沢 勉 八戸機船漁業協同組合 常務理事

委 員 長谷川靖治青森県旋網漁業協同組合 専務理事

亡。
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生産流通販売支援部会

部会役職名 氏名

部会長 武輪俊彦

委員 松 宮隆 志

委員 石 塚勝 栄

委員 河 村桂 吉

委員 谷地 j原 士 郎

委員 福島 全良

委員 神子沢一夫

委員 河村喜久雄

委員 島 守 賢

委員 町 田 健 司

委員 舘 攻

委員 相H j尺 勉

委員 長谷川靖治

委員 H& 部 aN 

漁船合理化支援部会

部会役職名

部会長

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

事務局

機関名

氏名

河村桂吉

松宮隆志

右塚勝栄

エ 藤 豊

清水正一

佐藤由信

谷地源士郎

福島全良

柳 沢 勉

長谷川靖治

河村喜久雄

目置 部 昭

役職

所属機関名

八戸水産加工業協同組合連合会

青森県農林水産部水産局水産振興課

八戸市農林水産部水産事務所

青森県遠洋沖合漁業振興協議会

青森県遠洋沖合漁業振興協議会

青森県遠洋沖合漁業振興協議会

側八戸魚市場

八戸みなと漁業協同組合

八戸魚市場仲買人協同組合連合会

八戸魚市場仲買人協同組合連合会

八戸水産加工業協同組合連合会

八戸機船漁業協同組合

青森県旋網漁業協同組合

八戸大学

所属機関名

青森県遠洋沖合漁業振興協議会

青森県農林水産部水産局水産振興課

八戸市農林水産部水産事務所

（樹東京商会

八戸造船事業協同組合

青森県漁船保険組合

青森県遠洋沖合漁業振興協議会

青森県遠洋沖合漁業振興協議会

八戸機船漁業協同組合

青森県旋網漁業協同組合

八戸みなと漁業協同組合

八戸大学

氏名

事務局｜高橋政典｜八戸漁業指導協会

事務局 ｜石川大蔵i八戸漁業指導協会

6ー

所属機関役職

副会長

課 長

所 長

実行委員長

実行委員

実行委員

常務取締役

専務理事

理 事

理 事

専務理事

常務理事

専務理事

教 授

所属機関役職

実行委員長

課 長

所 長

代表取締役

組合長

専務理事

実行委員

実行委員

常務理事

専務理事

専務理事

教 授

備考



(2) 改革のコンセプト

＜生産に関する事項（大中型まき網漁業）＞

北部日本海海区（12月～3月）及び北部太平洋海区（4月～11月）の海区併用型操業に

おいて、生産コストの抜本的な引き下げを図るため、安全性、居住性、経済性、かつ長期

使用に耐えうる網船（279トン）を建造して、従来の 4隻体制から 3隻体制に移行し、治、

獲量の削減（18%）による資源管理型滞、業の推進を図りつつ、 トータノレコストの削減並び

に高付加価値製品の生産による採算ラインの確保に取り組む。具体的取組事項は次のとお

り。

0具体的取組事項

・新網揚げシステム（トリプレックス）を採用した網船兼運搬船の導入と、運搬船1隻の

廃止による操業形態の合理化［4隻（乗組員 52名体制）→ 3隻（乗組員 42名体制）］

・省人化のための新網捌き機の導入 仁
・まき網船園内初となるセミエアープラスト式ラック凍結庫の採用（超低温凍結）

－さば・いわし・かつお・ぶり等の船凍品生産のためのブライン凍結設備の設置

・乗組員の居住環境の改善（1rrf以下→1,5rrf) 

・若手乗組員の育成、確保

＜流通、販売に関する事項（大中型まき網漁業）＞

塑塑堅金主監盟主封広型釦盤強生堂里~七二三階型理少率化等！こ手
り産型吏望企盤建童生雪盗童生包涜通企構造改革を進めるととふJ;.,,＿＿高品質漁獲物り＇.~扱量
の増大、地域ブランド商品P閉奈j盟三よE新たなビジネスモデルを確立するとともに、地

域産業を支えていく人材育成等に協力していいぐ.，.••. ，具体的取組事項は次のとおり。

0具体的取組事項

・魚市場機能の集約及び衛生管理の高度化促進

．生販一体となったブランド商品の開発

－商工会議所と連携した地産地消の促進

－さば・いわし・かつお・ぶり等の高品質船凍品の販売拡充

7 -
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( 3）改革の取組み内容

大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠
生産に関 大中型まき網

する事項 漁業

船団合理化に 網船・運搬船（2隻）探ーを1捌し新た 3隻体制とすることで人件費、 参考資料
関する事項 索兼灯船（ 1隻）の操 に運搬機能を持つ網船を 燃油費、修繕費などの生産コス (PlO, 11, 12) 

業（4隻体制）では、設 導入し、探索兼灯船と運搬 トの削減が図れる

備投資・維持経費が大 船の3隻体制のスリム化

きい による多海区操業の合理 全体で生産コスト276,761千円

化を図る の経費削減効果

省人化に関す 現行船団52名体制 年間人件費118,671千円削減 参考資料（P13)。。
る事項 人件費、 5ヶ年平均実 り42名体制に移行（10名削 （改革計画平均人件費345,971

績464,642千円 減） 千円）

省エネに関す 5ヶ年平均実績燃油 A3 運搬船の削減及び太平洋 運搬船l隻削減及び探索船係船 参考資料（Pl4)

る事項（地球温 使用量 さば操業時に探索船係船 により燃油消費量869KL削減

暖化に関する 4,096KL×61千円／KL により燃油消費量の削減 し、地球温暖化対策に貢献

事項） =249, 856千円 ｜を図る。 249,856千円（実績）ー225,890

千円（計画） =23, 966千円（削

減額）

省コスト化に 修繕費は現行4隻体制 運搬船1隻削減と改革型漁船の 参考資料（Pl5)

関する事項 で、 5ヶ年平均実績 船の導入により修繕費を 導入により修繕費を50,464千

133,069千円 削減。 円削減



現行船団、氷・箱代経 A5 運搬船削減により経費を 運搬船l隻の削減により経費を 参考資料（P16)
費、 5ヶ年平均実績、 削減 年間50,347千円削減。（氷代

氷代62,804千円、箱代 25,804千円、箱代10,555千円、

26, 725千円、その他 その他13,988千円削減）

67,205千円

資源管理に関 年間水揚数量、 5ヶ年 B 運搬船l隻削減により、水揚数 参考資料（Pl7) 

する事項 平均実績9,957t 量8,160tに縮減（約.A.18%減）

労働環境に関 居住区が、船尾網台下 c 新ILO基準に準拠した居住 個室部屋（1入居住空間／1,5rrf 参考資（Pl8,19) 
に。

する事項 部にあり、安全性及び 環境を確保して、居住区は 確保）における労働意欲を図

居住環境の改善が必 すべてデッキ上に配置 り、出入口増設による乗組員の

要 安全を確保（現状3ヶ所→改革5

ヶ所）

乗組員後継者 乗組員の高齢化 D 船舶の安全性を確保し、若 将来にわたり持続的可能な漁 参考資料（P20)

に関する事項 （現行船団52名体制 手を積極採用 業の後継者を確保・育成。

の平均年齢は54歳） （改革5年目平均年齢46歳目標）

（ウ f「
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大事項

流通・販売

等に関す

る事項

中事項

大中型まき網

漁業

高付加価値化

に関する事項

（「

現状と課題

超低温（ 40℃以下）凍

結庫設備なし

現状の網船では、設置

スペースは不可能

漁獲物は生鮮販売の F 

み

八戸前沖さばのブラ G 

ンドが地域・全国に浸

透していない

（！？ち

取組記号・取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠

HACCP製品の開発 参考資料（P21)
によりスペースを確保。国 漁獲物を選別箱詰超低温凍結

内まき網漁船初、ラック式 する事により、製品の高付加価

凍結庫が設置可能（日／約 値化を図る

1. 4t～2t生産）

船凍品の開発（さば・いわ 凍結する事により計画出荷が 参考資料

lし・かつお・ぶり等） 可能になる (P22,23,24,25,30 

さば・いわし等は、セミエ 選別箱詰製品の開発

｜ァープラスト凍結 刺身用商材の開発

かつお・ぶり等は、 PS凍結 無選別箱詰無製品の開発

及びブライン凍結 PS凍結は刺身用商材の開発

ブライン凍結は加工用原料

八戸前神さばのブランド 地産地消の推進。地域活性化へ 参考資料

の取組み（八戸商工会議所と連 (P26,28,29,30,31 

携）



日

目 収益性の

実証化関

する事項

大中型まき網

漁業

消費者に対して生産

者の顔が見えていな

し、

「ぢ

H 生販一体となった取組

レギュラーさば缶詰セッ

ト（販売目標l万セット計

画）及びプレミアムさば缶

詰（目標500個）の販売

I 上記A～Hの取組みによる

収益向上の実証試験を実

施

12～3月 北部日本海海区

4～11月 北部太平洋海区

生産者が漁獲物の品質管理を 参考資料

徹底し、地元水産加工会社と (P27,28,29,30,31 

「八戸前沖さば」ブランドの商

品開発

缶詰年間売上目標金額11,500 

千円

（内訳）

レギュラーさば缶詰l万個×1

千円＝10,000千円

プレミアムさば缶詰500個×3

千円＝1,500千円

「4(1）収益性改善の目標」の大 ABCDEFGHの参考資

中型まき網漁業を参照 料を参照

「7



(4）改革の取組内容と支援措置の活用との関係

①漁業構造改革総合対策事業の活用

c 

取組
事業名 改革の取組内容との関係 事業実施者 実施年度

記号

A～F もうかる漁業創設 4隻体制から 3隻体制に 青森県旋網 平成23年度

支援事業 合理化したモデ、ル船団に 漁業協同組合 ～ 
より収益性の実証試験を 26年度

実施

船名・未定丸

所有者：未定

総屯数：約 718屯（船団）

② その他関連する支援措置

c 

取組
支援措置、制度資金名 改革の取組内容との関係

事業実施者
実施年度

記号 （借受者）

青森県旋網漁協が取組む

A～F 
日本政策金融公庫資金 もうかる漁業創設支援事

未定 平成22年度
（漁業経営改善支援資金） 業の実施のための船舶建

造に係る資金の借受
－－－－－－－－－由ーーー －－－－－－－ー骨ーー・ーーーーー・ー．．ーーーーーーーーーーーーー 骨ーーーーー－－ーーーーーーーーーー－ーーー・ーーー－－－－－ーーーーーーー ーーーーーーーー－ーーーーー－・骨骨・ー

八戸漁港水産物流通機
HACCP対応魚市場、魚 平成19年度

市場機能集約並びに衛生 八戸市 ～24年度
能高度化対策事業

高度化
．．．・・・ーーーーーーー ・・・・・ー企画ーーーー，，．ー・ーーーーー－－－－・・・・・－－－－ ーーーーーーーー司司司・．．．．．．ーーーーーーーーー・ーーーーーーーー司 ーーーー，．．司司，．．．骨ーーーーー －－－－－ーーーーーー．．．．畠白血ー

耐震岸壁、道路、防風防 平成20年度
広域漁港整備事業

暑施設、津波避難施設
青森県

～23年度

η
4
 

1
よ



(5）取組のスケジュール

①工程表

年度 2 1年 2 2年 23年 24年 25年 26年 2 7年

Al 

A2 

A3 

A4  

A5 c 
B 

c 

D 

E 

F 

G 

H 

＝＝＝ー

℃ 
②改革取組による波及効果

1.漁業経営の改善が進むとともに後継者となる担い手が育成され、水産業の持続的発展

が期待できる。

2.八戸前沖さばブランド化に取組み、八戸地域への観光誘致への貢献を図り、地域活性

化を促進。

3. 多海区も含めた効率的な操業形態の将来像を確立する事が出来る。

Q
d
 

l
 



4・

4・漁業経営の展望

＜経費等の考え方＞

現在の大中型まき網漁業は、網船 135トン、探索兼灯船 99トン、運搬船 300トン級

2～3隻の 4～5隻体制、乗組員約 52～60名により操業しており、これは太平洋地域周年操

業形態であり、日本海など他地域も同様の構成となっている。

今般の改革計画では、あらゆる海区環境への適応が可能な最低船団隻数3隻での多海区併

用型操業形態（日韓暫定水域を除く）を前提にしており、漁労原価の低減化を図るととも

に、漁獲物の高鮮度化を目的として、高付加価値化を目指した流通販売体制を確立するも

のである。

尚、新たに導入する、改革型網船兼運搬船は、現行の 135 トンと比べて網置場などは

同等であり、漁具を大型化するものではない。また、運搬船を 1隻削減する事から資源管

理に配慮した船団構成となっている。

c 隻数削減により、探査・集魚・漁獲能力は削減されるが、省人・省力化を図ることにより、

固定費を削減し、少ない漁獲でも安定した収益が確保出来る様に、実証を取組むものであ

る。漁獲物については、すべて鮮魚生産を行っていたが、今回の改革では船凍品生産を行

う事により、価格の安定及び高付加価値化を図るとともに、現在八戸市で建設中の、衛生

高度化対応市場（HACCP）へ水揚する事により、安心・安全な水産物を提供する体制の

確立が見込まれる。さらに八戸へ水揚したさばの前沖さばブランド化に取組み、八戸地域

の活性化につなげたい考えている。

年間の操業計画は、 12～3月は北部日本海海区にて、あじ・さば等を主体とした操業を

行い、主に新潟港での販売を行う。 5～8月は北部太平洋海区・北部日本海にでかつお・ま

ぐろ等を主体とした操業を行い、 9～11月は主に太平洋であじ・さば等を主体とした操業

を行う事としている。太平洋のあじ・さば等操業では、探索船を係船して2隻体制とし、

探索船の乗組員を改革計画に基づく船凍さば生産作業要員とする事で、燃泊費を削減する

とともに、高付加価値製品の生産増に貢献する計画である。

c まき網業界は乗組員の高齢化が深刻な問題であり、実証事業後には地元実業高校へ奨学

金制度を実施するなどして若手乗組員の確保・育成についても検討している。

-14 -



く大中型まき網漁業＞

( 1）収益性改善の目標

（収入）

現状 改革1年目｜ 2年目 3年目 4年目 5年目

水揚数量

水揚金額

9 95可I 8,0001 8,2001 8,2001 8,2001 8,200 

1,325 ea2I I 1.015.oool 1.102.5001 1.102,5001 1.102,5001 1.102』∞

（経費）

人件費 464,642 328,121 350,433 350,433 350,433 350,433 

燃泊代 249,856 225,890 225,890 225,890 225,890 225,890 

修繕費 133,069 63,605 73,605 88,605 73,605 113,605 

漁具費 34,565 31,563 31,563 31,563 31,563 31,563 

金利 26,580 29,852 24,723 19,614 16,054 14,694 

保険料 28,970 20,014 18,046 16,523 16,400 16,40日

公租公課 217 4,214 3,296 2,573 2,014 1,583 

販売費 71,812 55,825 60,637 60,637 60,637 60,637 

一般管理費 53,607 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 

その他 156,734 106,387 106,387 106,387 106,387 106,387 

合計 1,220,052 915,471 944,580 952,225 932,983 971,192 

償却前利益 105,630 99,529 157,920 150,275 169,517 131,3oa 11 

手首現状の数牢I土摘圭5今年の1船団（4隼体制）の事錯事平由化

(2）次世代建造の見通し

345,971 

225,890 

82,605 

31,563 

20,987 

17,477 

2,736 

59 67511 

50,000 

106,387 

943,291 

141,709 

償却前利益 次世代船建造 船価（1船団／3隻体制）

× 〉

141百万 25年 3,375百万円

終償却爾I葦II：格I土改革1～5年の平鈎令額にで算出 船価内訳 （単位・百万）

改革型網船 1,600 

運搬船 1,000 

探索兼灯船 775 

f改革計画における経費箪出某穆）

水揚数量 運搬船1隻削減する事により、水揚数量減 参者資料（P17参照）

水揚金額 運搬船1隻削減する事により、水揚金額減 参岩資料（P17参照）

他改革型船団の全日本海員組合労働協約書を参考に計算 参者資料（P13参照）人件費

燃油代 現行船実績数値（運搬船）及び、探索船太平洋あじ・さぱ等操業時係船による燃油代削減効果

網船に関しては、他改革漁船燃油代を参考に計算 参者資料（P14参照）

修繕費

漁具費

金利

保険料

公租公課

現行船実績数値（運搬船・探索兼灯船）及び、他改革漁船の修繕費を参考に計算

改革3年目は中間検査、改革5年目は定期検査の為、修繕費増となる 参者資料（P15参照）

現行船実績数値（運搬船・探索兼灯船）及び、他改革漁船の漁具費を参考に計算

新造船に係る金利（日銀長期プライムレートを参考）にて計算

現行船実績数値（運搬船・探索兼灯船）及び、新造船に係る保険を計算

八戸市の固定資産税を参考に計算

販売費 水揚金額×丘町にて計算

一般管理費陸上経費削減効果分加味

その他 現行船実績数値一運搬船1隻削減分の実績 参者資料（P1日参昭）

- 15 -
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（参考〉改革計画の作成に係る地域プロジェクト活動状況

実施時期 協議会・部会 活動内容・内容 備考

22.1.7 本協議会 (1）平成21年度実証事業等の経過報告について

(2）改革計画の検討について

①小型底曳網漁業の改革計画

②大中型まき網漁業の改革計画

22.3.12 漁船合理化支援部会 (1）大中型まき網漁業改革計画について・・・・承認

(2）小型底曳網漁業改革計画について

22.3.12 生産流通販売支援部会 (1）大中型まき網漁業改革計画について・・・・承認

(2）小型底曳網漁業改革計画について

c 22.3.12 本協議会 (1）平成21年度事業報告について

(2）漁船構造改革計画について

22.6.23 本協議会 (1）会長及び会長職務代理者選任について

委員任期満了に伴い改選手続きの結果全員留任の決定

(2）改革計画の検討について

①大中型まき網漁業の改革計画

中央プロジェクト協議会委員による現地調査を兼ねる会議とした。

②もうかる漁業創設支援事業の事業実施者選定

c 

-16ー



1也

・、

（ 

（： 
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資料2 ( 2) 

八戸地域フ。ロジェクト協議会（大中型まき網漁業）参考資料集

r....。ー－：、ノ、、

1～9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18～19 
20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

（八戸前沖さば）

《目次》

タイ トノレ 取組記号

八戸港水産業の現況

船団合理化に関する取組（操業イメージ図） A-1 

改革型船団一般配置図及び新網揚げ機配置図 （案） A-1 

船団合理化に関する収益性改善比較表 A-1 

人件費実績及び改革計画 A-2 

燃油費実績及び改革計画 A-3 

修繕費実績及び改革計画 A-4 

その他経費実績及び改革計画 A-5 

水揚実績及び改革計画 B 

労働環境に関する取組（漁船設備基準比較） c 
乗組員年代別年齢構成表 D 

改革型漁船ラック式凍結庫配置図（案） E 

船上凍結品開発に関する取組 F 

セミエアーブラスト（管棚）凍結製造工程表 F 

ブライン凍結製造工程表 F 

船内凍結いわしダンボールデ、ザイン（案） F 

八戸前沖さばブランド化に関する取組 G 

八戸前沖さば商品開発（缶詰）に関する取組 H 

八戸前沖さばレギュラー缶詰デザイン（案） G,H 

八戸前沖さばプレミアム高級缶詰デザイン（案） G,H 

八戸前沖船内凍結さばダンボールデザイン（案） F,G,H 

八戸前沖さばポスターデザイン（案） G,H 

NHK総合テレビ

毎週日曜日AM06:15～06:50 

出演：永島敏行

井上あさひ（NHKアナウンサー）

八戸で水揚げされる秋さば。そのムチムチボディには脂がたっぷりのってい

ます。そのひみつは港から 30キロの地点にある漁場にあります。伊豆諸島

近海にいる さばの群れは、夏、豊a富なエサを求めて八戸の沖まで北上します。

秩、脂が乗りきったさばを狙うのが「秋さば漁J。八戸の沖の与かさがはちき

れんばかりに太ったさばを育てているのです。

さば全地域ノラノド tニし、iDJおこし会しムうと、 1.fi品、長則係者β・ら飲食j占・人

t ・ MU'L呆~l,tと（ ft るノノン卜 .t1h進協1込~か心. ！；：..）上かりましfニ メンバー

の一人、沢 J-.さんは月に 1回、地元の主婦向けにさばの料理教室を聞いてい

ます。さばの美味しさに気づくことで Iさばの街j 八戸を広める力になって

もらうのが狙いです。

(NHKホームページより）



写本産業；の現況
八戸港の平成 20＇..μの水錫げは、数 t誌は 12万 9千トン、金額は 233億円となり、全｜亙l主ti漁港と比較

すると、数量は第 6位、金額は第 9位となりました。

八戸港4こ水揚げされる魚は、かつて数十力．トンの水揚げがあったサパやイワシが大幅に減少したため、現

1Eはイカが約、j':分を市めております。

流通／JILL業界においては、イカ製品やサパを中心とした f八戸プランドj の確なを只指し、新製品の開発

や販路拡大に積極的に取り組んでおり、近年は業界が 一体となって『はちのへ水産加て品展示商談会lを開

催しています。

♀施 設

商

品

目

透

位

開

国

情

八戸市；工陽四丁目 17-5

昭和 34年 8月

管理微：鉄筋コンクソートii13階建（4.570ml
卸売j~ 鉄骨遥平底辺（8.395m')

自

品

開

追

宣

明

間

島

1

f

t

 

八戸市大字鍛町芋日出町4

1昭和8年 9月

管理煉 ． 鉄筋コンクリー卜遥 3階~ (l,134m') 
卸売場：鉄骨造平屋建（9.142m')

水；Bげ岸壁延長 250m 
水掲げ岸苦言延長 524 m 

漁減If頚 まさ4月
i電車E樋類

機飴re;びき鋼、小型いかつり、 Z宣:a網漁灘
その他小型；魚灘、滋送物

位置 八戸市大字白銀町字三島下 101

開綬 昭和 50年 1月
平成2年 4月

鉄筋コンクリート造平屋建－8~2 階建
卸売l,B(5.600m') 

偽造
管理練鉄筋コンクリー ト遥3階建（1.803m')
卸売l晶鉄骨遥平鹿漣（ 10.954m') ！荷造

水婦げ岸壁延長 553m 

治集湿気 大型いかつり、中~いかつり ;111筑後鶏 海外大型いかつり

（ 

くー



・八戸港水揚げ高の推移

ー・由民ーーーー・圃圃園、s・圃圃圃一一ーーーーョ..圃圃圃圃園田

昭和4年 5,676 

5 11 773 

6 11 543 

7 12,031 

8 15.435 

9 15,020 

JO 16,266 

11 27.997 

12 20 208 

c 

3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
 

1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
 

34,712 

50,41】

38,476 

40.516 

27, 158 

32,579 

20.128 

16,995 

31,203 

28,383 

32.087 

227 056 

470.931 

461,731 

481,228 

823.215 

1,054,095 

1.241,712 

2.804,838 

3,067,849 

5.887.212 

11.594.478 

10.238.195 

13,017,351 

12.403,526 

10目827,854

8,072,644 

20,779.989 

86,603.133 

175.562,298 

449,497 ,523 

->J国監血鍾」」画邑掴圃圃岨.＿＿
ll!!f031年 112,561 3.829,299.371 

32 129.924 3.875.589,286 

33 137,373 4,032,692.871 

34 193,548 4.352.435.192 

35 146.811 4,476.292,235 

36 124, 766 4,349,846,997 

37 172.943 5.436.271.975 

38 165.299 6.364, 102.473 

39 130.913 7,070,677目780

40 211.891 9.708.363.165 

.. 41 ~53:41手 Wおり1;f?泌：a田
減 42 31司.354 1をぷ25;28.3,671

本 43 4~4九!;1,5 1.510井1・.3Q5:452
44 361.425 15. 722.771,374 

24 41.659 741.079.707 I i 51 

25 57,986 ’.04 7.730.685 I I 52 

26 69,871 1,378.503.477 I I ,.. 53 

27 75,343 1,302,847.525 I I 54 

28 83,051 i.829.715,681 I I 55 

29 95. 19l 2.402.823,033 I I 56 

30 110,3so 2.311.010.910 I L y; 
＊卸は水ti!げ数量日本－ ＜＞~nは八戸港の過去掻高水揚げ

千トン 900

国主要魚種別水揚げ数岳の推移
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・漁業の漁期と漁場

八戸近海

吋 ）（帥） 麗盤盤審麗題醤露盤~i1 !1jfIの他海外ふ

日本海・北湾i菖沖三陸i中南副大西洋

ベJレー沖 .~t太平洋・ニュージーランド沖

i皐洋 Ill・E・11111，置 さてとウダラ底ぴ~網
千鳥海i或

沖合
圃11•臨霊底掴回－·菌 ．箇置躍,.i昼a橿凶 メヌケカレイ・タラ類

f実びさ網
中m干島沖八戸沖合

小笠

園田E冨II 題llJIJカレイカニエ類底びき網
八戸近海

まさ綱 lJtJElJむU サバ 八戸近海三陰沖・北海道沖
c 

小型 鶴自厩~ ~~~ まさ明
八戸近，軍

さんま 田町f事受け鍋
ザンマ :tt；車道；中 ・三陰沖

7
m
 

さ
剖

回総水揚けの所属県別内訳（平成 20年）

湾森 771 22 29,389 

北海道 55 0 919 

岩手 61 0 1.441 

震械 31 I 967 

世話 fl 3 2 

茨減 4 15 

一菜子 4 

符奈川 4 

石川｜ 7 2 

局司E

E主偽

5 0 

0 。
鹿児島

モの他

の県

5t 

2 。
15 2 814 

959 49 33.933 

44 

77.147 16,623,663 

2.366 637.791 

1.365 364,142 

1,556 234.104 

1,819 188,412 

22.130 1.897.178 

6.937 650,364 

1 171 211.413 

1,600 216.977 

1.557 365,707 

。 。
8 722 1,394,229 

3,276 519.140 

129.646 23,303,120 

179 

66 

7 

33 

60 

。
14 

ササ 八戸近海

総水揚げ県内 ・県舛船別比較（平成 20年）

県内

77,147トン

60% 

規~
号2',49,9トン

40% 

ζ 

県内 県外

6,679,45.7軍用

7•1% 29% 

円

J



~卸売市場
．買受人

民付額別人数及び金額 （平成20年）

回

・開設者・・・八戸市

魚市場管耳目のJ@1でを期するため、楽，（;)5の許可及び

公正取引の指滋監償・施設の符Jll1ーなど、 r!iJ~Hi政’H
務の円滑化を阿っております。

7 (8 7%) 12.207.585 (52.4%) 

6 (7.4%) l 3,731,711 (16.0%) 

22 (27 1%) 5.653.303 (24.3%) 

9 (11守 1%) 642.756 (2 7%) 

13 ( 16.0%) 525.205 (2 3%) 

7 (8.7%) 177.394 (0.8%) 

7 (8.7%) 110,055 (0.5%) 

1 (I 2%) 9,427 (0.0%) 

9 ( 1 I I%) 8.633 (0.0%) 

ー｛寸 237,051(1 0%) 
ー四F」

81 .『 2話：3os-，，＼吾b

10億円以上

5億円～ 10償問

1飽門～5億円

5千万円～ 1億円

3千万円～5千万円

2干万円～3千万円

1干万円～2千万円

5百万円～ 1干万円

5箇万円未満

モの他｛的主・ほか｝

Mf 

・却売業者

附和 8｛，~に八戸市がf'(t r!i場開設以米、 :Cll必業務

は側八戸f.Qr!:i場に愛ねられてきましたが、 II｛（利 48

年には生ft印体である八I；漁業協l11Jt:l l fl述（＇；会も卸

売業務に参加し、路i数制としてスター トしました。

平成 15年4月 I[Iから八戸漁業協liil*ll（＇；辿介会

に符わり、八戸みなと漁業協同組合が:flん.·.：： ~.f.15 を JJH

k合しました。
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河本主／ 16.500万円従強者以／ 89人股立／抱卵7年 3門28日

・営拡実続 平成 20年4月1臼～平成21tr3月31LI 

業務区分 取El主主曜 日E級金額

百元1 83.31台ン I 14.039146T内

冷 ；車 897トン I 6.434 T内

冷 蔵 115,449トン I 133.562千円

製 氷 1 19.850トン I 186.326干門
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孟r.；雪~~· .t.':iN18r！：吾輩極也、、u・s

出資金／ 2114万円従採君主主／ 43人股立／平成 15年 1月8臼

．営Z確実情 平成20年 4月 1悶～平成 21年 3月310

）＇！； 務区分 取m滋量 llR!ll主i~

卸 売 42.712トン : 7.675,316下内

情l'l<IN器JI - I 49.868 T内

鶴間 ｛綿油） I 9.065 kl I 852 I 16千円
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園水産加工業の現況（平成 20年）
-.::a霜－限付一一一一

生P長・流M・Jiu I：等の背後施i没の充災により、冷

1~11えぴ加i l：されて／I',仰されるウエイ卜が大きくなっ

ております。

、v：成 20作における1J<ftUm1：栄首は 68企業、冷

1.ll！.冷厳関係では、47食費生 94工場で、冷縦f定）J

は約 286千トンと、全Iii！の漁港のij1でもむ数の他

殺が格的されております。

圃従業員数（平成 20年）

-4 -



－田園．．．．．． 

・水揚げ処理状況 （平成 20年）

イ力 64,806 

サパ 42,395 

イワシ 3,369 

スケトウタラ 6,418 

その他 12,658 

言十 129,646 

'2む拘置両 元ーーーー園田.. 園田一Bil再9，~，.＿＿ー一ー一ーーー孟孟石市る

tlf3，~・，115!0)',I,;ーー一－叩向島畑－－－一一 能L匂~

畑•B!5?/o1園田ー2~!0仇戸圃園巴『密雲； ~.m 

[6~2申告’圃圃圃圃圃圃園田園園町9胃BJ>lo＇・・・・・・・・・・・・・・圃園田睡寓E・a電3g尚治空E同町圃園田園~l'ii磁

~r0~7仰－田園田監＇＂2·~暗 唱拘

園田・1旧事捌 圃園田園田園圃画四回園田園町6綿 筋書畢撞壁掛臨堕輔摘檀堕亘E厨i._11aJ2.~1一一一ー由－－曹四国圃晴朗物置盟盛薗輯歯軍軍置 Q$Ei

蹴鵡コ ド！ 治窓3 加Z
'fir/'..燭偽？紛 留 品調 態認必瀦｝ ． 句句却：＠ 値切紛

轟iミ護 議隅 襲＆穏撃

園水産加工品生産高 ｛単位数骨量／kg 会翻／千円｝ 回冷凍冷蔵笠産高 ｛単位：数量／トン｝

魚類舵製品 625 イ力 17,592 105.627 

2 t霊蔵製品 4,870.795 695 2 +.t /¥ 8,058 88.675 

3 魚卵製品 917.425 1,410 3 イワシ 3.155 3.965 

4 貝頒~~ 162 575 278,020 1,710 4 スケトウダラ 4,750 508 3.782 

5 I幸昧奴 4.591, 181 1,835 700 399 5 タラ 72 937 1,645 

6 水産物漬物AA 8,281,067 4.622,729 558 6 サケ 619 6.960 10.248 

7 i寄Z革製品 。 。 。 7 マ ス 432 539 237 

8 水産動物油 1,578.465 177,894 112 8 カレイ 38 159 527 

9 水産飼肥料 6.934, IOO 958.523 138 9 メヌケ 。 。 。
10 飼料 。 。 。 10 ホッケ 10 382 502 

11 』E宰製晶 1,299.153 530, 182 408 11 サンマ 122 851 3,853 

12 ねり製品 2,208.802 609.174 275 12 カツオ 。 。 。
13 冷凍~ifo 11,089,632 3,141,490 283 13 マグロ 。 。 5 

14 I.Ell里冷凍食品 1,210.059 1.641,739 1.356 14 ニシン 。 52 186 

15 その他の加工品 868,004 487,006 561 15 サメ 。 。 。
小It 46.816.51 7 20. 7 15,599 442 16 その他の魚類 40 3.941 23.132 

16 生すり身 。 。 。 17 ホタテ 。 1,453 3,510 

17 冷凍すり身 3,133.130 894, 157 285 18 その他の水震動物 252 5,252 21,334 

18 缶絡 11,254.286 4,052.634 360 針 21 563 49.839 267.228 

19 冷凍局 21,563,000 5.649,506 262 

小計 35,950.416 10.596.297 294 

合計 82.766:93ヨ 31 .3・1 I ,896 3'7.8 

．製氷生産販売高の推移

認証鴻忍む包~o②~《制鶴港必

c 

く

｛単位数量／トン｝

18年

17年

16年

60,624 

52.457 

32,537 

45.912 

35,724 

36.216 

30.425 

60,624 

52.457 

58.114 

60.426 

51,699 
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第2節許可漁業

1 大臣許可・承認漁業

＼ 曹h 聾 積 覇

中型さけ・ます流し網〈太平洋｝

2 中型 さ け . ＂＇す揖し網｛日本埠〉

3 大 中 型 E食 き 網

4 神 合 底 世 き 踊

5 連 洋 底 " き 網

6 近 宮轟 か つ お ま ぐ ろ

7 遮 洋 治、 つ お ま ぐ ろ

8 母 船虫さ｛す・志す f独航船｝

9 母船式底びき網 f融航紺 J

10 い fJ、 つ り 漁 韓 大 裂〉

11 い 合、 ’コ り 漁 業 〈 中 型 ｝ 

12 さ ん ま 樟 畳 朝 B侃 業

13 い か 流 し 割 漁 書

2 知事許可漁業

＼ 置‘ 寵 軍 類

1 ，、 5賓君E 司 糧田泊町店一ひ 週
開

2 ，、 ！！！昆 覇 旭酎舗E躍－す z雪
同

3 
，、 lま量勺揖き が間い島睡 i" すた 揖

司

4 
，〈、び且の園すが開い店鎗け＂ た さ掴 聞

5 聞 ii< 弐 JI!）し網 〈かれい 】

B 国 定 式 刺 し 踊 〈 さ め 〉

7 固定式刺し醐 （めぬ！？｝

8 圏 定式 事l し 胴 ( た ら ｝ 

S 中 型

" 
き 網

10 '1、 型 ま き 網〈 し、 わ し 】

11 小 型 定 置 網

12 揖舶底 V き掴 （さより〕

｛しらうお 〕

13 光カ利用数き網〈己うなご〉

14 底 怠 網

15 " 
ぐ・ ろ 現 し 相

16 い 語、 つ り

3 人会i.1!菜

＼ 漁 業 種 類 隻

1火 光 利 用 さ l;f つ り

2 ＇、 fJ、 つ IJ 

3ま ぐろ 台、 じ き琉 L 網

平成21年4月 1日現在

向 容 隻数 組 槙 情 考

許 可 3 140～184トン

許 可 8 1 9. 70～135トン うち短2，調R隠居可

，， 18 18-1 60トン ぅ ~f ，集...宵

，， 3 291トン うち起1集3臨罵宵

許 冒T 6 379～431トン

許 可 12 307～494トン うち起7業鍵 毘可

，， 42 99.21-184トン

，， 2 171-184トン

平成21年4月1日現在

内 容 量 世 現 桂 備 考

F字 可 9 14～1 4. 98トン

，， 15 3. 8』 4.9 9トン

，， 33 1 .45～4. 9 9トン

，， 2 3. 6～4. 92トン

許 可 4 4.8～9.7トン

許 可 19 3. 4～4. 99トン

，， 30 1 .1～4. 99トン

許 可 2 105～140トン

" 14 7. 9～1 9トン

E 出 21・恒4同 lR王E再

数 親 模 備 場

12 9.1-19トン

105トン

6 
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（ 八戸漁港水産物流通機能高度化対策事業 ］ 
【現状と課題】

0 特定第3種八戸漁港を擁する八戸市は、大型 ・中型・沿岸のいか釣、大中型まき網、遠洋・沖合の底曳網を基幹漁業とし全国上位の水揚げ

規模を誇るが、昭和63年の81万トンをピークに減少傾向が続き、近年は 15万トン前後で推移している。

0 魚市場は3力所で対応しているが、建屋の老朽化も進み、消費者の安全・安心ニーズへの対応が難し くなってきており、資源状況や社会情

勢変化に対応した流通構造改革が課題になっている。

（ 

【計画の方針｝
産地市場機能の集約と漁船漁業構造改革と連携して、生産・流

通の効率化、品質 ・衛生管理の高度化を図ることにより、産地の

国際競争力の強化を図る。

【計画の内容】

事業期間 ：平成19年～

事業主体 ：青森県・八戸市

事業内容 ：・岸壁整備 （し＝1.094m)
－荷捌所整備 （4棟）

・清浄海水導入施設（取水・殺菌・送水施設）

・漁港浄化施設（集水・汚水処理・排出施設）

r、



(X) 

（ 荷捌き所A棟 ］ 
【施設概要】

構造 ：鉄骨造一部鉄筋コンクリート造

（延べ床面積 3.756. 64m') 
対象魚種 ：改革型まき網漁船等の生鮮さぱ

（改革型さんま棒受網の生鮮さんま）

処理能力 ・1日あたり 600トン

(100トン×2隻×3回転）

；＼ース数 ：2パース

【特徴1
0 魚体搬送設備

フィッシュポンプを使用し、漁船の魚槽から外気
に触れることなく施設内に移送し、漁獲物への危害
要因混入を防止する。また、計量 ・海水シャーベッ
ト氷の施氷・魚、の箱詰め等の工程をオー トメーショ
ン化することで、人が魚に触れることをなくし、二

次汚染の防止を図る。

0 流動海水氷製造供給設備
出荷時には海水シャーベット氷を容器に投入し、

魚体の温度管理を行う。また、漁船に対して海水シ

ャーベット氷及び冷却海水を供給し、漁獲物の鮮度
保持を図る。

0 電子入札システム
入札行為のスピードアップ等、流通の効率化を図

る。また、消費者の安全・安心ニーズに対応したト
レーサピリティシステム構築の一部として、生産情
報を川下へ伝達する。

0 清浄海水導入設備
施設で使用する海水は、敷地内の取水井戸より汲

み上げ、漉過及び紫外線殺菌を行った清浄海水とす

る。
0 出荷口

1トン容器用の出荷口8力所、タンクローリー用
出荷口 4カ所を配置し、小口及び大口の出荷に対応

する。

(J 

本施設は、漁船漁業の改革と連携しながら、世界最高水準の衛生管理レベルである対

E U輸出基準に対応させることによって、従来の産地市場にない安全・安心な水産物を

消費者に供給するとともに、国際競争力の強化を目指す。

圃ご二二~「ー）二三ご 子 一二ゐ一国司 －－：IJ

~~司ー－園面園田面E

~蕊i;! !l:~M《au匡！；！さん’区梅畳鵬3
t生創ザ，言、ランマ，，，ど｝



A棟での荷捌きイメージ（ 1ライン）

ロ

従来のタモ網による水揚げ

v、

． 
’・~ 

..... 

’閉 園 田国車問 同園圃園田ー．

一一一一一一一一ー一一一ー・
ロ

ぐ

（ 
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船団合理化に関する取組（操業イメージ図） 取組記号A-1
現状（4隻体制） ｜ 改革（3隻体制） 赤色は改革型漁船

〈匡コ
＜図 13406斤

（；主）太平洋の操業で
は録索ll'clとする〈亙コ的研

く回｜

船
団
構
成

割く Ofill I ・M 一寸T寸一一
・闘 I 

・闘 I I 
・闘・同 辛帯i;t

〈亘コ

－
）
集
魚
・
探 守F輔

副
幅
制

制

劇
く匿コ

〆〆②
投
網

;f J暗

③
揚
網
開
始

0 

－C
 

－－－ 

操
業
方
法 ④

魚
締

c 

守宮口
く回 ｜

次の魚群の調査・
探索

⑤
魚
汲

内 F
，，〆 ；；巷へ

， ， ，  
A 〆

，”’通、，’
i 、f〆

、〆守F⑥
終
了

〈亙コ

太平洋あじ・さば等操業
時期は、探索船を係船

-10 -

上記の①～⑤を

2～3回繰り返す



改革型漁船一般配置図及び新網揚げ機配置図（案）

取組記号A・1

約 59,60m

約 11,40m

279トン

全l云
押~I隔

総ト ン数

（側凶ii火I)

ぐ

fTI 

司．ゐ＂

． ..・

4食←－
－門叶・ー叫，

~ ~主浴盗差益
円－＞， .~ ；：：＿oc,~ .－’

‘1 ユー ’＇－－ -・ 

ζ 

区住居

操業における人員配置比較表

機凍・A 

’，， トリプレックス

・IIf ttx作業

・機関 ・冷凍陸

作業艇

そυ）(Ill 

IJW~2..i れ

｝
 、

l
 

C'ilf.'• 

30 25 20 15 

一11-

‘，J
 

（
 

ー。。

改小中1~4?'1



船団合理化に関する収格性改善比較表

（現状）

(A) 

現行船団

網船 135t 

探索兼灯船 99t 

運搬船① 330t 

運搬船② 340t 

船団総t数 904t 

船団総隻数 4隻

網台面積 78,34ni 

魚槽容積 1,170m3 

乗組員 52名

（渦去5ヶ年平鈎実績）

（収入）

水揚数量 I 9,957 

水揚金額 1,325,682 

（経費）

人件費 464,642 

燃油代 249,856 

修繕費 133,069 

漁具費 34,565 

金利 26,580 

保険料 28,970 

公租公課 217 

販売費 71,812 

一般管理費 53,607 

その他 156,734 

合計 1,220,052 

｜償却前利益｜
－－－－
E

・E－a
nu 

内

dn
O
 

RJv 
nU 

4

・B

＝争

改革型船団へ移行

＝今

取組記号A-1

（改革）

(8) 差（8-A)

改革型船団

網船 279t 

探索兼灯船 99t 

運搬船①

運搬船② 340t 

船団総t数 718t -186t 

船団総隻数 3隻 -1隻

網台面積 78,32ni 一0,2ni

魚槽容積 1,088m3 -82m3 

乗組員 42名 -10名

（改革5ヶ年平鈎計画）

（単位：千円・t)

＝争

改革型船団へ移行

水揚数量 I s.1eo ー1,797

水揚金額 1,085,0001 ー240,682

（単位：千円）

人件費 345,971 -118671 

燃油代 225,890 -23 966 

修繕費 82,605 -50.464 

漁具費 31,563 -3002 

金利 20 987 -5,593 

保険料 17 477 -11.493 

公租公課 2 736 2,519 

販売費 59 675 -12,137 

一般管理費 50000 一3,607

その他 106,387 -50,347 

合計 943,291 -276,761 

｜償却前利益｜ 141,709 どオ
※上言日の通り改革型船団化することにより経費が約276761平円削減きれる

q
L
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500,000 

450,000 

400,000 

350,000 

300,000 

250,000 

200,000 

150,000 

100,000 

50,000 

単位

（千円）
。

船員保険料

・食料費・その他

・歩合給料

合計

乗組員数

（ 鉱山J,_~総 ｝

船員保険料

食料その他

歩合給料

人件費実績及び改革計画 取組記号A・2
50 

人占一旦単
数

右
頃
白

E
｛
 

剰
数／

μ
 40 

30 

20 

（ 

10 

。

実績 改革計画

58,286 47,077 

27,598 22,219 

378,758 276,675 ζ 
464,64_2 345,971 

52 42 

乗組員10名削減により、 11,209千円削減

船員保険料は、改革計画の水揚金額（1.085,000千円）に基づき算出。

＜計算式＞
乗組員標準報酬月額合計x12ヶ月 x20.889%（会社負担料率）＝保険料

乗組員10名削減により、 5,379千円削減

実績は全日本海員組合との労働協約書に基づく食料費及び、福利厚生資

改革計画は、他改革型船団の労働協約書を参考に算出

乗組員10名削減により、 102,083千円削減

実績は全日本海員組合との労働協約書に基づく歩合給料（総水揚28.6%)
改革計画は、他改革型船団の労働協約書を参考に算出（総水揚25.5%)

つd1
i
 



燃油費実績及び改革計画

nυ 

円

畑

『づ

干

相

A
位

口
守

銀

「
F
U－－＝ロロロ多中円

凡
宵
珂

単位キロリットル

400，（泊。

4,500 

350,000 

燃料年間使用金額4,000 

｛単位：千円）
300,000 

r ， 3,500 

250,000 

3,000 

200.000 

249,856 

22『.890
2,500 

150,000 

2,000 

100.000 

1,500 

50.000 

1,000 

500 

単位：Kl。
実綴 改革計画

運搬船② 1,519 (92. 659千円）

運搬船① 1,531 (93 391千円） 1,531 (107, 170千円）

・探索兼灯船 441 (26. 901千円） 396 (27 720千円）

・網船 605 (36. 905千円） 1,300 (91. 000千円）

合計
4,096 (249. 856千円） ヨ，227 (225. 890千円）

燃料単価（千円） 61 70 

（算l叫能） 色、
j嵯搬船1笠削減する半によ り、燃油Wi'N ぜ~.gd_K l削減 （全部：にて23.966千円削減）
運搬船①は、実純数(ii!.1_にて計幽e

保持；Jff灯船は．太平洋あじ ・さば等操業時は係tinのため、燃rtlJ45I<. I削減。

網i1日に関しては＇ f山改•＇t'iJ早1漁船の燃r111使用 ·~itを参考に算出。

-14 -



修繕費実績及び改革計画 取組記号A・4

140,000 

120,000 

100,000 

80,000 

.... 
...:.UL可園町M圃－－－－－・・・2層圏・・回E E園田 - （ 

60,000 

40,000 
単位

（千円）

20,000 

。
実績 改革計画

運搬船② 42,081 

運搬船① 34,495 34,495 

・探索・灯船 19,110 19,110 

・網船 37,383 29,000 

合計 133,069 82,605 

く

（~ tl ', J.＆礎）
運JR'HI日1隻削減（42,081fl11l及び新網船を也jf!する事で、年目IJメンテナンスt＇（川の削減

(8‘383T円）により ＇｛［＇.問l修繕＇｛！（ 50,464下P-lfiil械
j逝搬船①，J宋索,lfd:fftflは、実績数納にて計凶。新制船υ〉修続的は他＆ ~r. 1t1漁船CJ）修繕伐を
参与に算11¥。

F
h
u
 

－－E
A
 



160,000 

140,000 

120,000 

100,000 

80,000 

60,000 

40,000 

単位

（千円）

20,000 

雑費

通信費

水爆賦課金

消耗品

く

・飼代

・荷役料

箱代

・運燃船氷代＼~

・運搬船氷代①

合計

（算出息礎）
維t'(
if!H.Jfi'. 
11く暢賦課金

消耗品

fttf （~ 
f可1.:zn
m代

j近出船②氷代

iillm,1H①氷代

その他経費実績及び改革計画 取組記号A-5

。
実績 改革計画

7,966 5,354 

3,294 2,708 

26,667 20, 753 

19,481 15,364 

2,869 2,038 

6,928 7,000 

26,725 16,170 

30,368 

32,436 37,000 

156,734 106,387 

運搬船1隻削減する事で‘経質’を算山し2、612r ri1減
運搬船1隻削減するギで、経費を算II＼し58611'1減

運搬船1笠削減する事で‘，H1山j;Jく揚金額械となるため5,914千川減

illi搬船1竪削減する事で．経費を算/J＼し4,1171円減

i'illl般t1H1隻削減する中で、経1＇？を算II＼し831下I1 Ji｝主
完結は新rM港での~~tj:j~：↓。 新たに冷l~iff,~ に係る 1~：j役干：｜が1t·tすゐ為、実績と 111J 等U）金傾にて，i立辻ー
完結は、者Ifi！..~￥住で先生寸る繍代。 11本iliJでの；J<.儲；HI刊減反び、改革，{l-11bj(j）「さば・いわしダンボ

ーnj 紙百’をr.tIH し、 10, 555千jJ.jのi'itli~~
an般t1a1笠削減する事により30,3681円減

他改革型船I・tiの数納を参，号に算IHし4,564Tfll m 

起搬船I~長削減により、その他経費50,34 7 千円の削減

po 
－－ 



水揚実績及び改革計画 取組記号B

現行船団 改革型船団

（実績） （計画）

. f I｛.；；＇対処ぷ ’1211、31-J)

数量（トン） 単価（Kg／円） f;,jtj ~jJj I f f'J 魚種 数量（トン） 単価（K庄内） ’kl斗0,¥(1' r 1•1 ) 

1,050 112 117.600 あじ・さば等 600 112 67 200 

:I, ~， 'f'·; ('Ji附同 月 時
魚複 数量（トン） 単価（KglfII) ’J:_f.~ f:&°'i I「f'I 魚種 数量（トン） ｜単価（Kg’円） i ’t-J~i?:絞 t 了門 i

あじ・さlま害事 6.750 110 742,500 あじ・さば等 5.250 

かつお・まぐる苦手 2.147 216 463.752 かつお・まぐろ等 1.1101 2161 237.600 

その｛也・冷凍 10 183 1.830 その他・冷凍 1.200 

11 ＇？合計 IT② 合計
コ

かつお・ま

現行船回数量単位：トン
その他・冷

凍，10

現行船団金額単位：千円

（算出基礎）

＇’ 一ー，－ 

あし さ1t•事

改革型船回数量単位：トン

その他・冷

凍， 1,200_

改革型船団金額単位：千円

その他・冷

凍，

く

計画lllfiin<l12円

実績単価kl12円 J/(j耳・選別・箱路入札する<llにより.iS単価を綾持．実紡と同単価にて設定

> ・'・ . ・' 

あし・さ11等 .，函単価ぺ110内

実絹』品価k110円 l近の加工tQi畠！まkBO円～ぺI20円にて縫移実級と閣単価にて設定

かつおまぐる等 計画i事｛君ぺ216胆

~t買単liii <21 6内 直近の干E場1立川 30円～べ230円にて推移実績と悶単価にて設定

その他冷凍 計画111！事ぺ170J円
実績単倍＜183円 船；重品生産により．付加価値向上を図る船；東さlikSOO円販売白根 紛凍いわしk400円販売目標
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労働環境に関する取組（漁船設備基準比較）

取組記号C

（現行漁船設備基準） （改革型漁船改正設備基準）

居室高さ 160cm 190cm 

寝室面積 1. 0 m2 (290 t以上は 1,5 rrf) 

寝台の大きさ 180cm×60cm 190cm×70cm 

浴槽 1. 5 ni 2 m2 
大便器 18名に対して 1個 8名に対して l個

（現行漁船） （改革型漁船）

①ブリッチ 7. 56 m2 26. 2 ni 

②大便器 2箇所（和式） 4箇所（洋式） ※一部ウォシュレッ卜付

③浴槽 l箇所（I.71 rr.O 2箇所 （①約 4.6 rrf／②約 2.2 rrf) 

④サロン（食堂） 約 11.89 m2 17 ni 

⑤居住区 l人部屋 5室 1人部屋 6室

2人部屋 1室 2人部屋 9室

4人部屋 2室 予備室 1室 （1rrf) 

5人部屋 2室 予備室含め計 25名

計 25名 ※寝室面積は全室 1.5 niを確保

（現行漁船） （改革型漁船）

....... 

〈

①ブリッジ（右舷側）

111• ’ 
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〈
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年代

20歳未満

30歳未満

40歳未満

50歳未満

60歳未満

60歳以上

c i』' 言十

年代

20歳未満

30歳未満

c 
40歳未満

50歳未満

60歳未満

60歳以上

合 言十

乗組員年代別年齢構成墨

網船

↓ 

（現行船団船別乗組員年齢構成）

探索・灯船 運搬船①

2 

3 

2 

5 1 

8 3 4 

6 4 3 

24 8 10 

↓ 

運搬船②

2 

6 

2 

10 

計（名） 比率（百）

2 3.85 

3 5.77 

4 7.69 

7 13.46 

21 40.38 

15 28.85 

52 100.00 

平地年齢 54 歳

↓ 

（改革5年目船団船別乗組員目標年齢構成）

網船 探索開灯船 運搬船① 計（名） 比率（%）

2 2 4.76 

5 2 8 19.05 

2 4 9.52 

6 8 19.05 

8 4 3 15 35.71 

2 2 5 11.90 

24 8 10 42 100.00 

平均年齢 46 歳

-20 -
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改革型漁船ラック式凍結庫配置図（案）

取組記号E

今回、設置予定のラック式凍結庫はセミヱアーブラスト方式を採用 （凍結温度－40℃以下）。

多段式ラックには lOkgダンボールにて 140C/S（最大200C/S）収容出来るスペースを確保し、

製品の高付加価値化を図る。

（側面図）

（平面図）

（平面図）

一一一令

セミ工アフラスト

一一一＋

他改革漁船

（他改革漁船は棟、具倉庫として使用）

改革型漁船

（まぐろはえ縄船の凍結室）

※写真はイメージです

配色凶｜ぎIrili ［案］につし、ては、参考資料（P23参照）

-21 -
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船上凍結品開発に関する取組

取組記号F

プライン凍結（浸漬式） ｜ セミエアープラスト（管棚式）

凍結の仕 ｜周囲を防熱したブライン槽と別置きにしたブラ｜周囲を防熱した室内に、被凍結物を収容する冷却

組み ｜インクーラー聞をポンプにてブライン（液体） ｜管棚を設置し、軸流ファンにて空気を循環させ凍

を循環させ凍結する方式です。低温に冷却され ｜結する方式です。冷却管棚は載っている品物を接

たブライン槽に被凍結物を浸演して凍結を行 ｜触冷却すると同時に循環する空気での対流冷却

つ。 も行う。

（ブライン凍結かつお） （セミエアープラスト凍結さば）

温度借 ｜ブライン温度－15℃以下（魚体中心－0℃） 室温－40℃以下（魚体中心一l8°C以下）

・小 （75mm厚前後）約6時間凍結時間｜・小物（あじ ・さば等）であれば2～3時間程度

－大物（かつお等）で7～8時間程度 ・大（lOOkg鮪）約 30～40時間

利点

欠点

－どんな形状でも、ばら凍結できる。

．効率的に凍結を行える。

・凍結物が変形しやすい。

・選別・箱詰製品の凍結ができる。

．一般小売流通に適している。

－棚の大きさにより収容量が決まり、大量凍結が

困難

【セミエアープラストの必要性］

ブライン凍結では、小物の魚で、は魚同士が密着し変形・キズ・折等、製品価値として販売

時の不利益となるため、選別・箱詰し、製品の見た目による高付加価値を向上させる。

①刺身用 「セミエアープラスト船内凍結さば・船内凍結いわしJ製品の生産

船内凍結いわ し ダンボールデ7サJイン（案）は参考資料（P25参照）

）＼上t前仲船内凍結さば ダンボーノレテザザイン（案）は参考資料（P30参照）

※船内凍結いわしにについては、資源動向により生産出来ない場合もあり。

凍結方法としては、超低温凍結（－40℃以下）にて生産

セミエアープラスト凍結及び製造 L.f.'.i；につては参考資料 （P23参照j

②PS凍結（刺身用）、 ブライン凍結 （加工用）製品の生産

凍結方法としては、 プライン凍結（－18℃以下）にて生産。

PS凍結・ブライン凍結及び製mrA!il.については参考資料（P2..J.参照）

一22-



Eミ17－ア5]~ （管棚）凍結製造工程表

①魚体の予冷
魚捌室t.：て予冷ヲンクの
冷海水（0℃～ー2℃）に投入し活jする。
（作業人数約4名）

A・凍結室（正面〕巴

＠魚体の箱詰め
活j後、 5～1Ok刈1Yr-k
t.：魚を選別、箱詰めにする。
（作業人数約16名）

＜＝＝~ 
10kg箱

＠凍結室縄入
箱詰め後＇！Yr－•を凍結室（－40℃以下） ( ' 
7Aミ管棚に並べる。 ） 

（作業人数約3名）

16 
B・凍結室（平面〉

11 
7 

＠急速凍結イ果）令
凍結フ7ンを運転し、

魚体中心温度－30℃以下迄凍結
魚体凍結時聞は10時間（箱詰め状態）
凍結後魚倉（－40℃以下）ヘヲ7ト保冷

（作業人数約8名）

εN凶E

門五
圏
~＠ 

医室10k狩＠ 

（） 
C・凍結室〈側面外板側〉

E
h
∞．F

 

D・凍結室〈側面通路側）

-23 -
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c 

c 

[PS凍結時］ プライン凍結製造工程表
φプヲイン液に投入

魚ttシl -1ーからアヨイ7倉に投入する。
魚体収容量を魚倉容積の約1/4 
アうイY液に投入後、魚体中IL＇：度一 18℃迄冷却
魚体凍結時間t:t7～8時間（魚体2.5～4.5kg)

②シフト
フライン滋排水後、 j!j';冷倉をシフト。

③過冷却
保冷倉にシフト後－18℃の魚体を－40'C迄過冷却し
製品t~仕上げる。

[8凍結時］

＠プヲイン液に投入
魚lまシューヲーから倉内 t~投入するロ
魚体収容量l:t魚倉容積の約3/4
75｛））自に授入、魚体中心温度－15'℃迄冷却
魚体凍結時間は18-24時間（魚体2.5～4.5kg)

＠過冷却
フライン液排水後一40℃迄過冷却する。

一 No.6魚鎗（左）

園
｜｜ ~I 

" 当。

笠

①＠ 、
恒 、

No.5魚鎗（友〕

No.1魚鎗（左）

No.5魚除（左〕

園 園
l~I ｜｜ ~ 

ー

T言＝顎γ一ilr 照子ニ者了一II ~ヲ「「｜「

~ 

Noβ 魚飴（左） No.5魚槍｛左）

No.4魚鎗（左） No.3魚鎗（左） No.2魚鎗｛左） No.1魚鎗（左）
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船内凍結いわし ダンボールデザイン （案 ）

【A：正面】 サイズ ：312×426

改革型船名明記

一士
口
一

一
ψ
型
叩

一

一凍
一

一団
畑
一

一低
一

一超
一

000鈍

品交》主性いわ，（. ぐ

【巳 ：左側面】 サイズ ：110×430 【C：右側面｝ サイズ ：110×430

！超低温凍結｜

必需快いわし｜
内容量 5同 lで日

日

展開図
l漁場明記｜（索） ¥ ；魚涯日明記 ζ 

」y
記入例

＼ （案｜） 八戸沖

（案 2) 金華j中

（案 ：3) 銚子j中

。

関
闘
関
閣
幽

E司馬記I-t Ll __ 

「
円

υ

円
ノ
白



八戸前沖さばブランド化に関する取組

取組記号G

八戸商工会議所に設置している、「八戸前沖さばブランド推進協議 会 」

(htto ://www.8saba.com）と連携して、地域イベントへの参加（八戸市小学校向けサパ料理

教室、さば料理コンテスト、八戸水産加工展示会等）を行い八戸前沖さばの認知度を高める。

その他「八戸前沖船内凍結さばj の業務用ダンボール・贈答用化粧箱を製造。八戸前沖さば

ブランド推進協議会ロゴマーク（下記参照）を明記し、八戸前沖さばの認知度を高める。そ

の他 「八戸前沖さば缶詰j を製造、 「八戸前沖さばポスターJを作成し、八戸商工会議所・八

戸観光コンペンション協会と連携し地産地消の推進を図る。

※八戸前沖さば缶詰デザPイン（案）については参考資料（P28.29参照）

※八戸前河1船内凍結さぱダンボールテごザイン（楽）については参考資料（P30参照）

※八Ji前沖さぱポスターデザイン（案）については参考資料（P31参照）

（八戸前沖さばブランド認定ロゴマーク）

｛八戸前沖さばレギュラー認定ロゴマーク）

「八戸前例1さばJとは「八jf前例lさばブランド推進協議会jが

認定した期間に－・.1出川1で漁獲し、八戸港に水揚げされたさばの

ことです。ブランドとして誌定する漁獲期｜日］は水働げ状況、粗

脂肪分、 電li~.：等を参考に、協議会が1ri：作判断し決定をわ う

ι 

（八戸前沖さばプレミアム認定ロゴマーク）

八戸前わ，，さばのrjIでも特に大当＇！のさばのことを「銀鯖（ぎんさ

ぱ） J と いいます。 r~N鮎（ぎんさば）Jは五世（5 5 0 g以上）を

u安に判｜却し水揚げ状況等を加味し糾午、「八戸前評11さぱブラ

ンド推進協議会jが決定を行う

po
 

円ム



八戸前沖さば商品開発（缶詰）に関する取組

取組記号H

八戸へ水揚される前沖さば原料を使用して、「八戸前沖さば缶詰Jの2ブランド商品を開発。

商品販売のコンセプ卜（案）は次の通り。

｛八戸前沖さぱレギュラー缶詰（案）］

改革型漁船が、漁獲した脂の乗った八戸前沖さばを使用し、地元水産加工会社と連携して、

「八戸前沖さば水煮・さば味噌煮」の缶詰 2個セッ ト （化粧箱入）の開発・販売を行う。販売

先としては、地元お土産売場、飲食店、ホテル、インターネット販売、 etcでの拡販を図る。

年間販売目標数量は約 1万セッ トを計画。販売価格は 1箱（2個入）1,000円～2,000円を検討。

※八戸前沖さば レギュラー缶詰デザイン（案）は参考資料（P28参照）

（写真はイメージです） （写真はイメージです）

［八戸前沖さばプレミアム高級缶詰（案）】

改革型漁船が漁獲製造した 「八戸前沖船内凍結さばJを使用し、地元水産加工会社と連携

して、プレミアム高級缶詰の販売を行う。プレミアム高級缶詰の販売価格は、 1個入、又は 2

ぐ

個入セットでの販売を検討。販売価格は 1個入 3,000円、 2個人セ ット5,000円での販売を ／

検討。味付は、さば水煮・さば味噌煮を検討。年間販売数量 500個（シリアルナンバー入、 に

NO・001～NO・500）。「八戸ふるさと大使Jによる PR活動及び、新聞・メディア・Twitter等を

活用し、インターネット販売を検討。発売日は毎年 3月 8日（さばの日）を検討。

※八ji~fJ 付1 さば プレミアム高級缶詰デザイン（楽）は参身資料（P29参照）

※写真の缶詰サイズは、 4号缶

内径 74,lmm 

高さ 113,0mm 

内容積 458ml 

（写真はイメージです）

予長 宅手主主ELま さ主主てごイP メ 一 一手；；：；－ マアプず一。
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（案）レギュラー缶詰デザイン八戸前沖さば

一括表示 ・JAN・材質表示

サイズ： 38×272

イ会 t組
元く＼ ぷfP'‘閉

圏tt~ ＇ 喜.，~ -・-

さば水煮】
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【レギュラー缶詰

（縮小 ：70%)

一括表示 ・JAN・ 材質表示

サイズ ：38×272

設づ2物
園j益代、河

さば味噌煮】
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【レギュラー缶詰

（縮小： 70%)

乙i

イメージ】
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【さば昧噌煮イメージ】【さば水煮



八戸前沖さば プレミアム高級缶詰デザイン（案）

【プレミアム缶詰 さば水煮】 サイズ ：244×106

（縮小： 70%)

【プレミアム缶詰 さば味噌煮】 サイズ ：244×106

【2個セット イメージ】
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八戸前沖船内凍結さば ダンボールデザイン （案）

【A：正面〕 サイズ ：312×426

｜超低温凍結i

特
o.o.oお

改革型船名明記

1必潟込性守、字、.I 

【B：左側面】 サイズ ：110×430 【C：右側面】 サイズ ：110×430

ー’‘・c＞・＂＇gρ温血’屯4句

、l・－~＇＂ 
~，ョ：.. ~ 

内容量 5kgI漁獲年月日

年

（ロゴ拡大 ） 展開図

｜サイズ明記｜（案）

記入例

（案 I） し、M、S

（案 .2) 5尾、6尾、7尾

（案 凶3) 500 g /600 g 

600 g UP 

八戸前j中さばブランド推進協議会

ロコマーク

③
 

盤

瓦

廓
除
隊
創w
一
一

一回一回
一

三

亡

怒
沼
閣
舗

⑨ 

＠ 
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八戸前沖さばポスターデザイン（案）
サイズB1 (728×1030) 縮小： 40%

唱
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